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if~） ／えイ有タネ之ヂi二フいて
京失数多空手庁 クにうえイ議こえ

メを九二？ん：7(%＿·~， J禄イ手とし， n: B→ Jく
を×よめ王制ベクトノレ~.ヒする c ×ヒ β が与
え汁l f とさ、 COol及。， ~）型~ f3住吉開飛弐Jめ
引をco漁（pノ2浬 B佐古完全形言、ずわ勺た
空間Jを考え ろれセ Hp,i C×ノ B）ヒコ書く D

Xがコンバクトマ、対ぃ均ゐ、 Hf,t ( x I B ) I)¥" 
Y めような坊令にフWP良次元ベクトノレ主fJ~J{ ~ な
るは~J べるこ t i~興味液ぃ九世Eてわ小学先i
（立中野によづマ予想芝れ之い r・. .－ え何令尽を言正
Jlf-l 'L /-:. 0 ( ）くが弱l完備で βψぐ〉くのあるコン
パアトれ！？系ふも？余ぃマ玉であるような車線
寺：な ιiぎ 3ぇfなるZに立すし， けけ（X,B) 
｜立7有限次九七、ある 0 ) 

言革実的民的 i芯i:-め命題りすυ月m稗丸宅与を込べ、
るこどて、あっ？と。

~ I . tむち
x宅達粍ィパろコンパクトな引ス弘被宗多
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ネ手ιイネ 穴； β→ X を XL 糾μu少車線浮い
l) 1 U1 1を n-1( U1.）合 υix <L -f-rj＇る x&?) 
~t烹i1i：傍 i：...＿よ手全ミ授と官宅。 { ul_ 1 1二i唱する
8め支持？帯丈来を feii jとした Lさ、〆L
め Bf車微分~戎乙 lま U Lめイ数分程式的余
i r;l Jぞあ叩て（ノiハυrふで ~＼’ u とすりを
みたすさめをいう。我々！な乙件以ノ B）ず
Cf1 ~ ）きとめ ~c匂級 B 法投丈すを／ずむの主用主串仏
オ L 、 C｛~（ X/ B）で台がコンバフト本
cf,~ l x ／ β〉。走／全体をみ 4わすこヒにする。
〉くめエルミ F L玄ナ量 d.1;之夜 υ：＼ β伺づ汁
パー i二治クエ／レミ r ト計量 101jが与えられ
た之さ、 'f) lf E c~ ~· （〆 J B)rご対乙て

Cli. rp~ ハ＊ 'fl 二二ぐ？ ナ＞dv-
はじてくヂyt＞を定義する。 t:T：＂し米 Jdv-

はそれぞれ d4.2.-i二朗する星印作用素ミが沖積

~案を号ミ巧ざめと τ もむ こ内とさく Fノデ＞rよ
i によじず、従って Xよめ閣議文で島トとく
に f== t V¥ ~ で くれタ ＞：？.0 がれ立オもり

何！手 Yニ Cめどi?t/'k '2 0 
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cf; g （×J ち〉かも乙F1i十I( x ／めへ的存煎てを
古寺， （~デ）｛ ＝吉弘マ交ときミすも e x L の
Cや手広実数fg閉まミベPi二関し、 しけ （X,B，官〉を

Sx < Cp. )'> > e.,-'lk' du-< ()Q く1〕

存る可利時（p, i）をB1JL形式，r棋を間工する．
(_1) C/l J主主Lを（er/rp ）~ 'l_苓く。（γサ〉ザざj別手
i亡定義す毛。
-.Jj社主i二 ユつ併しレベノレト空間 Ht)H2. 

2えが精I~ なえきえ成主包っ間終型作用素了； H7
→ H2 i二去すし 丁のえさえ域J1色気，殺をそ
がそれじτ，RT)Nγ で示し、丁巧英伎作用
主主？で示可。 てくに I H1 ＝：しf,'iベ（XJB，を〉ラ
け2τ 山 CxノB~ lf）かっ丁ヵ々の問料長で
あるたき， D;.. = D~γ 均二 ~~＆） N_~＝ N竺f
、宅仁 R!01な0~ iも e v£~<j ) R£＊.，.てNア
ゼ同紙にえ事長する。
定義（ 1.1) ~~ 
ノパド6( X, B ，世〉出 N~·γ 衣子



づえ

れ日存γ はげかムr-i ( X, 8, ＂~ J内γ
の周包をみ 4わ方.L! ~ (XJB I 0) ＿） 何件。（8,o) 
2簡単にピi(X,B）） ノ行けは〆 B）て、、未す。

j三番 号5ぃ君、球的プ有限伴走捜
$節ずは~~ 1完f務タ詳ζ搾X乙Xふの車線来
8て；あるコンバクト著予今集令的外て山正l二本う
毛仇に討し、×ふめエルミートす十l＜）.（｝ふと B
Gプアィベー I-;_；，伝う~ノν ミ－~）計五 JしL Jを
還当 I~ えぺべば fナ ef- ／仇 対る f〆fl之さナ
し、ノトif.~ （×／ B）か、有限式五ベクムノシ立

聞に午るミヒを示す。

文忠良〈三、 I) 根来多様？ネメがお／史街
て抗日ヒ lよ， xょm実草地coo較対げてえ
のニ条件七時見守号ゼ的が1予定するこ之とする。

1 . ( J安来訊千；jJ、イ壬葉、め津、めまオI ＇） め
局所定権（乏し＼、 J ど） IこF到し

（ずを ), ~ ,e o-zCC'd王手・sc(,e.:::-n-
.2 - ＼汲み尽し〉ほを：的支~Jt CIて対し
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人工 1:x ) （宮川＜ C トギ X
7二？ざし x(~ζ × 11 x乙¢〉く内c.''(J)伊i包がつ、
jぞアトで恥るニ 1 、育毛。ト豆、 m性哲主

持つ摂津丈ミ〈〉く的〉えみノちし閉ま丈三宅クニヒ

にす毛。二史的命題めtJLFJflI在感号である。

ゐ廷（ 2. 2コ X か~， ~fl I完備すよもば〉く
バ壬影小コ YIぞアト苦手み集必1くに対しマえの

よ？な汲み尽レ閉ま丈ハ壬が存点す宅 Fすかやち

Irrvt t欠 j守的 U o s ~－；； K 
つかっ

刻化 i佳作〉口ο？（まはめろかが失2n-1
次化多様体。

夫た1 し， Jrj { } I立｛｝切内点をネし、ヨイ｝ld: 

~ ）♂ X における境界を示す l~ ~ すも。
定義 U 3 ) 孟線東マ℃： B_,.X 
が〉くの若手今泉令YLず五で豹みピ iヱ ×坊定
機iえイ努に芋る開祇授fUL ~ 'r. B Cl) ファプペ日
1：：；幻計量 ｛Ot Jで，ふりl(¥ y内の庁、て
（拘QL-J ¥ " 

v ) >O 
》芝？ 》~~ ~三o(' ~三矢 ／ 
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をみれすよク好きめが存在することとすラ。

以後 .Xi字学に5号f北帰じし、 π：B→〉く
i手〉く坊コン／＼悟7ト部分集令｜くの斗ぞ正ず恥

る1すも。 寺ド、×め手広み~し関数ハをで
にくく It')vt i女j ~（？（）＝ 0 Jノや＼つ
dlヌjf雪（穴）＝Oyがなめらかにだるぎの在
函足する。便宜ι I~ ｛欠〉位か）＝ 0 ｝を
×。ヒ苓くこ乙にする事

補題 l2、4) 丸一、ノヂκ をfrip創出
め可渋川、月号所ユ案可特争な Bィj}f~式志する．
二m乙さ×よめエ／レミート言ャ長idA勺 BP) 
ファイノぐーに沿う計量1会t｝ぷぴ〉くeのコン
バアト部分集令｜く1て、ニ欠（？） 1）） 三），）むをみ

？亡τもめが苓芯τも。
1 ) d /J2. ！手鬼f器で荻巻。
ヱ〉 X-K1よで

~ ,(J:i. == z ~ご（c(-gr:）店？〉
ot, ~ oどtOどL

~）〔れ， <f.,__ ) 0 < 00 J 1 ~ 1.-~κ ． 
言忠明〉 B1二対するイ友克 tv I 2） を~た
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す d.<J;-,1 at}) J<1 がちな匂得。そこぢ
豆f主婦制均六凸ろお数ス （亡文すレマ

-/l〔ぺft)ai == aEι 

メ一向上γ

di' = z "O.,_ .ea.警な；~似ぜ ~~）
Q( I~ 》民＂＇ d言；。＼十ノ

ド：1よで

dA込＝ d.A/-

モおく．〔今］乙南本季、 i亡しぜえを通告 iにと

れば d4~ ） 1at f) Ktが 1)I ぷ）I 3）をλたす
ことがいえる e g, e、A
支援（；ク〉 dlJl., I設け， んが字詰趨
（之、ヰ〉的条？千 1)} .2）をみたすとこ作わた科

（の ほ'3- ｛玄関
体〉 cl'vnt. tC ／付け（X)B）く Oc

野おの 我々 l~ ＞~ 0)ヂ議題｛l1〕文断、1.1）明いるe
械！ （之、 6) 什i1 -i==I，ーを三つ
めじノレベヰト主出芝し、 ア！ r--11 －、〉行之
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~V:' s rel弘一一タ Hミ を末広5ミキ之表』土5S¥~· 
ゼづ r~~f事玉三更索で ご3ナ＝＝ 0 き~たすぎ
ωγ する．ニのヒさ次め条件をみそす任意、rr,·9~
｛ ~v川又束辛子，~9V を 6 つな ιi立、 RT は閣で、みシ
1Ys // Rァ lまフ育？良ぷてこもペ？ ト・レ立f：ぜlI~ 1守る u
中νε H之ハρ5ハD了本 F
Iiヂν11aト

ム：似，，ν→何 IIsヂν，::Hi-= 0 , 
ι＂≫＇＂レ ν→0011 1-*9フ！） ¥,H；で：三σ．
ごVJ-ttn辺乏あて 11射る｜て！草次的評 F否試jが成

り_iLづニ工字イ支う。寸ナよむち fサ〉クレブ(r,'s i J:' 
DP~ ハ ~） T1"1 0 イ士号 0 r I亡支ずし、

¥ くや）Cf >d v-_:::;_ Ct II砕ll;2.+ II ~y; !t十）くやりchA
"'X－~ '- ・j’K2 ) 

プミ7だし c ！ま定数であり、 半ぐ之乙ιX。ピオる。

三3、 基本不！？式
λ夜、 j~之と｛ αi } Iま滞在（♀、千Jρ条件 1）ノ
ユ〉をみたすさ P ヒオる n 記号令制定： Lさ’） I 
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デノ t e ムけ（X/B ノ〆~）に7すして／
くγノIf）ν＝〈アノ ψJν佐 ノ A之介、、

II ？コ 11iノヱ （ア〆 ft1) II之
￥ち＜＠く νI~ 0以よめ自然数λ ぐ／ )v 
l: r近苛ち？の形式的~1受こ弘ぺんと筈き，
口ν ＝＝＝ "dS-v 十 »v~

ゆく． d.J-1加、加希だ、からゐの闘拡段I~~
m英才支i二等しい.( [5］， 忠霊！、 1 ）微分幾何めぶ Z~tz
Lれ作公式Jを次的形で用いる。

キ棋怠（3. 1 ) x-ktよて、＼
口ν ーが口ν米＝己（μ八一八ι（ル〉

プミアミしノ ル＝し十レ，g JJ°~ ‘ 
補題（3 . 1 ）を用いるミ乙により久の基

ネ不等式以尋令。（c、f、〔ヲ］〉

補題（3. ユ〉 あ奇定数Cとコンノマク
ト集令 kヱて、 同Gこ1くュ《：X。をみたすきめ
カてあゥて

a) r c Dt'i ハ D~：I i ) F十3二乙ナL
ならば／

2ヨ3



L~)l', r'>rl?J 
s;: C ( 11砕 II込十
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b) 白然菱乞υlて対レ， T己 D｝芸ハ pえ'I) 
？ネ／な~ Iズ、 J

t＿.，＜~ノデ〉内γ

ミ~（112~11；十 JI州，~土山サ

~4. 主わ更♂言正予見
d.;t/-) j会tJlまわめ通り下し、 とれらな凡
｛二等~，良守ることi二より L_!'l（メ。ノ BYをえ義
する。~ ~ L~ r;-i (Xoノ B）か 4ム’（Xo,B)
へめ作用すそとみたときめ疾｛えもずるし

x__r,i（川口｛t;rt J!"'O<o,B),"J'f=JYとoj
とおく，

命題（4. I) 白沢教 νc及が定取しc
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が与なし？． ゾよジc 寄る白区、草丈 νiて文守し，

II 7° 11: ~ Co (Pl II；十／I"9v r 11: ) 
刊し，？ e:-D~i ハ DJ~ 'lノ 3之 I) -;¢'-:::> 
-At ;;f_ n, b ( Xo, B) なるイ長賞、向プfiゴすし

（〈究ズ＞dir= 0 時もさ偽可否。
_Jft; 

え~ 〔手、之〉 可利か巧イそ芳、mコγハ0

7ト系クムて、可浮雲今なBイ車（p,~）形式め空間
l La:_ (Xノ BJヒし J
H~C× J B 〉
ロU;fモし2収IB) ）守ニG
ム弘（X1B）η｛6f; f壬L!；＿とI（×） 8) j 

Lおく＇ ' 

ド＼／レヌ！？ーの史認より 色然な向型

げ1(XI B） ムネ H~ (X, B) 
がおゑ可る。 命建（手、 I) r；：よリ求内ニヒボLえる．

命題 (if.. 3) ~LI ならl式合決若手間主：
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f : 付川急（Xノ B）一→ノHn,j(Xo) 8コ
1-i単射であlよ。
えit.（手、千） <t之／本ιl示、

ルweeHけ（XIB）ぐ∞

事五日月〉 二夫m図式を考たる

H;;: （×，B) 
g 1$ 
w・i(x, B) P/ ~ノHn,i (Xo, B／×。〉

I t' 

ノH川（んBfxe-

ただし、写イ豪 pI pノノ yノ／ Y' I立制？艮写像によ
リみちび、かれる 6併とし y じ；，，， I手正教 J かっ／

ノ Hけ（×~， B）投手柄ちんよ：＿(7)殺が
及ザ Blxc（占めんLへの制限Jのファイベー
に沿っ計量｛-8-i } （立布、想（2、ヂ〉の I),2) 
なみたし J Cペヌ；〉河口若手℃してめ er~（ 又／ β 〉
の生成元（有子例目I)l二対してい4-）の3）をみた
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んで γ 。γ

fん ／ :;'." （心。そ
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すよう i二吃る＠（ケ（又）｛京境界てi なめらがな

閉ま丈合4手。 Cけ（ヌ~1 B）ぎ伺ネ菜〉。
cf y て F会て洋和天かろ f/-6挙射、イιマ γぎ
洋射？、矛1 も。 ノげ＇~(Xe, 3 ) ！な有？良次元7さか
らけ叶（Xノ β）{, 1R段式タンC':P＞も。 す丘、d
定点〈チ‘？〉 ナ~C・0 (Xoノ β 〉 ずつ

~ψτ＝ 0 ならば任意的正l丈£ r~）すし y
ヨア口 Cれドムピ（XIB）てミ

¥ ＜~－ t ,r-t>d（ひ く ε
ぺら

なる~ 0 が存在する。

史認（手、ぷ〉 自然だ手間立

向：げ.i(X,13）ー→げ代Xd,B) 

i立i荷主Lであも。 ただし 621 かっ d/0 . 
お~＼1}1 ) スめ[fil式iを考えJラ．

げi(XI B） ρノ〉 γ＇i(Xo / B lx0 ) 
lP& r：＿／メ
Hけ ［XrJ,B仏上
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支援（ if-、t）より t.Y;n,f)I立にん丸〆内て地帯l
怠で、あ壱が H?l，苦（Xcc s I x&( ) 1下有限え九だ、か
G JmP1 ＝＝しルP'". Pd tま挙射だか4これは
p~ が必身すて、ふるニとをすぎ味する。 ょうてん
i手間裂である e 1、己、 d.

~~応、用

文理（夕、 1) 弱f完備多様イ本×がコ
シノザア卜持分集令 m補集ペトマ、、正な左手泉末
冗： Bー→ X tぢ勺ならばイ壬寿 mC/>'O 
1－：.対して白黙数 N及び有理翌！写イ象

~ ~ Xe.一→ IP""
でy×レ l二東l二令手れ令あるフンハ。クト解析旬
象必《いれば

-v/><i-A ~ メι － A ー→ rfN
がずへのうめこみであもよフか6めが存在す
る。

さ正日月〉 ノj、乎のうめニみ定怒と同様.（C2J)
tf t!:_i I二戸市首 （~cルη~ゐri;.> A のた痢
などがあるが事~愛する p 以ム。
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え浮久

[I J 汁向rtルゆレ》し‘
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すL話ι マ；申九ぬ～‘ Ac.t~町内：？丸山 p
~？－ JS.ユ （！守もさ〉

[.:2. J /<.o da) ~ , K‘ 
弘和ぷUレ頃ぷ必μ 斗減ふぬふ弓~・
A初、、何点九、 おY .2.~ ー与さ （／守5*4.)
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刷、 6ラ 与をき－ ~02 (1970/ 71 ) 
C幻

iんJム争略的事的世＂~与
I-em’ヂ＆＆初句~JA ，） 五. Puhl. RIM~ 
~も Uゆγ. 10芦 101-110〔／97斗〉
LSJ If じ｛ん4~札、 E.

~命以 e?v 為λん
みu伽.d{NJム
ド£悦3, Ta,t札 I1


